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1 はじめに
スマートフォンなどのモバイル機器の普及や各種ネットワー

クサービスの発展により，様々な手段でコンテンツを視聴する
ことができるようになった．その応用範囲は e-ラーニングなど
の学習を補助するものや OTTサービスなどの娯楽作品の配信
など多岐に渡り，その応用範囲は広い．本研究ではこういった
コンテンツ，特に eラーニングや博物館等の解説などの教育コ
ンテンツに着目し，コンテンツ作成の基礎研究として記憶に残
りやすく，知識習得を促すコンテンツ設計手法の確立を目指す．
設計手法の一つとして，人の認知特性に着目する．聴覚情報

に対する人の感情・記銘・瞳孔反応に一定の関係があることに
ついては，Murakami ら [2] や Moriya ら [1] によって示唆さ
れている．また，Nakahiraら [3]は感情を生起させる日本語訳
ANEW[7]を含む聴覚情報を呈示した際の瞳孔径の動きを被験
者の特性ごとに分類可能なことを示唆した．ここから，視聴者
ごとの認知特性に応じてリアルタイムで変化するコンテンツを
提供することができれば，より良い感情体験，知識習得を促せ
ると考えた．
本稿では，一連の研究成果を発展させ，視聴者の認知特性に

合わせてリアルタイムに変化するコンテンツ制作手法の基礎検
討として，より実践的な状況を想定し 2つの日本語訳 ANEW

を含む聴覚情報を聴取したときの被験者の瞳孔径を分析し，人
の記憶に残りやすい聴覚情報を考察する．

2 実験方法
感情・瞳孔・記憶には一定の関係がある．一般的に感情を生

起させる刺激の方がそうでない刺激と比較して記憶に残りやす
いとされており [5]，感情が生起された際，瞳孔径に散瞳や縮瞳
が見られる [1]．本稿ではその時の瞳孔反応の特徴を捉えるた
め，Nakahiraらの LGR-Mapを活用する [3]．
LGR-Map は CI モデル [4] に基づいて設計されており，概

要は以下の通りである．ある刺激を受けた時，長期記憶のその
刺激に関する情報を検索し，ワーキングメモリに情報が格納さ
れることで感情が生起されると考える．聴覚情報に含まれる日
本語訳 ANEWによる感情変化 (Local Reaction)と，文章全体
を聴取した後に生じる感情変化 (Global Reaction)の二種類が
あると想定している．その二種類の感情生起による瞳孔径の変
化を二次元上で散布図を作成することで誤差楕円を定義し，分
析を行う手法である．本稿では，呈示刺激文章に対して記銘の
有無を含めて LGR-Mapを使用して分析する．
実験では本間による日本語訳 ANEW[7]を 2つ使用した短文

による聴覚情報全 32個を被験者に呈示し，8文呈示するごとに
記憶再生テストを行った．また，提示中の瞳孔径の測定も行っ
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た．被験者は 3名，実験方法・聴覚情報の作成方法は森谷らに
よる [6]．

3 実験結果
聴覚情報に含まれる日本語訳 ANEWと文章全体を聴いた時
に生起された感情の影響を調査するため，各聴覚情報に対して
被験者が印象評定において評価したスコア Sp と聴覚情報に含
まれる 2 つの日本語訳 ANEW の感情価 (V1/2) の差に基づい
てデータを以下のように分類し，グラフを作成した．その結果
の一部を図 1に示す．なお，データ点数が少ないものは除く．

V ES : |V1 − Sp| < 1, |V2 − Sp| < 1

V 1ES : |V1 − Sp| < 1, |V2 − Sp| ≥ 2

V 1LS :1 ≤ |V1 − Sp| < 2, |V2 − Sp| ≥ 2

V 2ES : |V1 − Sp| ≥ 2, |V2 − Sp| < 1

V 2LS :1 ≤ |V2 − Sp| ≤ 2, |V1 − Sp| ≥ 2

N/A : |V1 − Sp| ≥ 2, |V2 − Sp| ≥ 2

図中の青点は記銘が認められた際の瞳孔径総変化量，赤点は
記銘が認められなかった際の瞳孔総変化量である．LGR-Map

を用いた分析には以下の二通りの方法を用いた．
• 日本語訳ANEWによる局所的 (ローカル)な瞳孔径反応を
見るため，x軸に 1つ目の日本語訳ANEW再生 1～2秒後
の瞳孔径変化量 rANEW1 と 2 つ目の日本語訳 ANEW 再
生 1∼2 秒後の瞳孔径変化量 rANEW2 の差を置く．また，
文全体を聴取したとき (グローバル) の瞳孔径反応を分析
するために y 軸に聴覚情報聴取終了 1∼2 秒後の瞳孔径変
化量 rES を置く．

• ローカルとグローバルの影響を直接評価するために，
rANEW1 − rES を x軸に，rANEW2 − rES を y 軸にする

聴覚情報に含まれる二つの日本語訳 ANEW間のインターバル
Td ごとにグラフを作成した．

4 考察
Td = 7 のグラフに着目する．記憶に残っている聴覚情報に
よる瞳孔径変化量の分布は，日本語訳 ANEWによるローカル
な瞳孔径変化量は聴覚情報を聴取し終えた時のグローバルな瞳
孔径変化量より小さい．この瞳孔径の動きは Nakahiraらが被
験者ごとの認知特性ごとに定義した瞳孔径の動きのカテゴリー
分け [3] と等しい．一方，記憶に残っていない聴覚情報による
瞳孔径変化量の分布はローカルな瞳孔径変化量がグローバルな
変化量よりも大きいか，同等である．このことから，Td = 7

における記憶に残りやすい聴覚情報は，ローカル反応よりもグ
ローバルな反応が大きくなると考えられる．記憶再生テストに
おいて，Td = 7 の時に最も記憶に残っていた聴覚情報中の日
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(b) Td = 1, rANEW1 − rANEW2, rANEW2 − rES
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(c) Td = 1, rANEW1 − rES , rANEW2 − rES
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(d) Td = 7, rANEW1 − rANEW2, rANEW1 − rES
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(e) Td = 7, rANEW1 − rANEW2, rANEW2 − rES
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(f) Td = 7, rANEW1 − rES , rANEW2 − rES

図 1 ANEW1，ANEW2，文末 ESに対する瞳孔径の反応度合い rx

本語訳 ANEWの感情価の組み合わせはポジティブとネガティ
ブといった相反した感情価の組み合わせであり，本グラフにプ
ロットされている結果もこの特性を持った聴覚情報を聴取した
ときの瞳孔径変化量であった．こういった情報が統合され，感
情に関する情報の処理が完了した後に意外性のある (相反した)

感情価を持つ単語を聴取することにより，記憶スコアが向上し
たと考えられる．
一方，Td = 1のグラフでは，グローバル，ローカルの瞳孔径

変化量の違いは見られなかった．しかし，記憶再生テストにお
いて Td = 1の時が記憶スコアが最も高かったため，今後は被
験者を増やし，更なる傾向分析を行う予定である．

5 まとめ
本稿では LGR-Map を用いて記憶に残った聴覚情報とそう

でない聴覚情報間において，ローカル・グローバルの瞳孔径変
化量について傾向分けが可能か調査した．Td = 7 で，聴覚情
報に含まれる日本語訳 ANEWが相反しており，ローカルな瞳
孔径変化量よりもグローバルな瞳孔径変化量が大きいときに記
憶スコアが向上することが分かった．Td = 1 の時については
今後分析を行う予定である．
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